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Acetyl Saponin：Shin KATO＊1）, Setsuzo YUMOTO＊1）, Yoshitake TAKADA＊1）, Yuhi KONO＊1）, Shinji SHMADA＊2）,
Tetsufumi SAKAI＊3）, Hisanori SHIMADA＊4）, Koji TAKAHASHI＊5）, Taizan ADACHI＊6）, Kohsei TABUCHI＊7）and
Akio KIKUCHI＊8）
Abstract：A new soybean［Glycine max（L.）Merr.］cultivar“Kinusayaka”was developed by the
National Agricultural Research Center for the Tohoku Region（NARCT）.  Released in 2005,  its
most noteworthy features are the deletions of three lipoxygenase isozymes and Group A acetyl
saponin in the seeds.“Kinusayaka”was registered as“Soybean Norin 130”by the Ministry of
Agriculture, Forestry and Fisheries, Japan, and adopted as a recommended variety by Miyagi
Prefecture. 
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ことで生じる（Matoba et al. 1985a,  Matoba et al.

















































“Kinusayaka”was derived from the cross“Karikei508”x“Karikou0459F1”made in 1993. 
“Karikei508”is a breeding line with three lipoxygenase isozymes deletion.“Karikou0459F1”was
derived from the cross“A-b（F）-A0”x“Suzuyutaka”.“A-b（F）-A0”lacks Group A acetyl saponin.
“Kinusayaka”has a determinate growth habit, white flowers, gray pubescence, brown pods, and
yellow seeds with a yellow hilum. It averaged a 23rd October maturation date, 79cm plant height, a
309kg/10a seed yield, 23.5g 100-seed weight, 40.9% protein content, and 19.8% oil content at the Kariwano
Branch（39°N Lat.）, NARCT.“Kinusayaka”has resistance to soybean mosaic virus, but not to soybean
cyst nematode. “Kinusayaka”lacks three lipoxygenase isozymes and Group A acetyl saponin.
“Kinusayaka”is highly suitable for processing soy milk and tofu, and those made from it have a less
beany and astringent flavor.

























































































































































































































































































































































































 きぬさやか 無 卵形 白 中 直 白 中 やや少 中 有限 中 中 　　球　 弱　 黄　黄白　黄�
 スズユタカ 有* 卵形* 紫 中* 直* 白*  中*  中* 中*  有限*  濃* 中*   扁球*  弱*    黄*　黄白*  黄*�
　すずさやか 有 卵形 紫 中 直 白 中 中  やや少  有限 濃 中    扁球　弱 　 黄　 黄白　黄�
注．１）審査基準国際統一委託事業調査報告書（2004年３月）による。育成地での調査に基づいて分類。�
　　２）*印は当該形質について標準品種になっていることを示す。        
表３　生態的特性�
きぬさやか やや晩 晩 中間型 中 中 強 強 強 強 強 弱 強 弱�
スズユタカ やや晩 やや晩 中間型  中* 中  強* 強 強 強 強 弱  強*  強*�




























































































注．１）審査基準国際統一委託事業調査報告書（2004年４月）による。育成地での調査に基づいて分類。       �
　　２）*印は当該形質について標準品種になっていることを示す。       
  粗蛋白質 粗脂肪 裂皮の リポキシゲナーゼ グループＡ�
  品種名 含有率 含有率 難易 アイソザイム アセチルサポニン�
     の有無 の有無�
 きぬさやか 中 中 易 全欠 欠�
 スズユタカ  中*  中* 中 全有 有�









































































































































































表６　転換畑標準播種における生育、収穫物および品質調査成績（育成地）    
　きぬさやか　　　　　8.02　10.27　83　15.6　7.6　  微　少 　無　微　    59.7　28.4　 95　23.0　無　無　微　中上�
　スズユタカ（標準）　8.02　10.22　84　17.3　7.2　  微　多 　無　微 　   64.8　30.0　100　24.1　微　無　微　中上�
　すずさやか（比較）　8.03　10.25　86　17.7　6.9　  微　多 　無　微　    66.7　31.1　104　24.9　無　微　微　中上�
　タチユタカ（比較）　7.30　10.22　67　17.1　4.6　  微 　微　無　微 　   57.9　29.7　 99　25.5　微　無　微　中上�































































































　　２）試験場所：東北農業研究センター大仙研究拠点大曲。   
生育中の障害程度� 被害粒の程度�
  品種名�
　品種名    ダイズモザイクウイルス病原系統�
  A B C D E�
　きぬさやか 発病個体率 4 9 0 8 58�
 判定 R R R R S�
　デワムスメ 発病個体率 0 0 0 0 47�
 判定 R R R R (S)�
　農林4号 発病個体率 86 90 95 96 43�
 判定 　S　 S S S (S)�
注．１） 個体発病率は2000年（刈系651号）と2004年の２ヶ年平均。 �
　　２） 病原系統別の人工接種による。 �
　　３） 抵抗性判定：発病個体率　0～10%：R、 11～30%：（R）、  31～50%：（S）、 51～100%：S。 �
　　４） 「デワムスメ」、 「農林４号」 はA～D系統に対する抵抗性の指標品種である。 �
表７　ダイズモザイクウイルス病原系統別抵抗性検定試験成績（育成地）�
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  　　　　　レース3（更別村）   　　レース1（十勝農試）  判�
　品種名  　　　　　　寄生度指数   抵 　　　寄生度指数  抵  
　　　　 　　　　　　2002年  　　　　　　2004年  抗 　　　　 2002年  抗 �
 7月25日 8月1日 7月23日 8月5日 性 7月15日 7月21日 性 定�
　きぬさやか 32 40 62 － S 48 51 S 弱�
　キタムスメ 37 39 80 70 S 54 41 S 弱�
　トヨムスメ  0  3 13  6 R 47 41 S 強�












　　品種名  2001年   2004年 �
 発病粒率（%）  判　　定 発病粒率（%）  判　　定�
　きぬさやか 1.2  強  5.5  やや強�
　赤莢（長野） 1.1  強  0.7  強�
　タマヒカリ 2.9  やや強  5.2  やや強�
　スズユタカ 6.1  中 12.8  中�




　　　　  2004年の判定基準　0.7～5.1：強、5.2～16.5：やや強、16.6～24.9：中、25.0～39.9：やや弱、40.0～：弱（単位%）。 
　　　３）「赤莢（長野）」は強、 「タマヒカリ」はやや強、「スズユタカ」と「エンレイ」は中の指標品種である。�
表９　紫斑病抵抗性検定試験成績（福島県農業試験場会津支場）�
  　　　　　　2001年    　　　　　　2004年 �
　　品種名 発病株率 平均発病度 同一株内 判定 発病株率 平均発病度 同一株内 判定�
 （%）  Harosoy対比  （%）  Harosoy対比 �
　きぬさやか 94.9 1.51 0.633 やや強  81.4 1.64 0.705 やや強�
　ナンブシロメ 100.0  2.67 1.014 弱 100.0 2.75 1.033 弱�
　ワセスズナリ 91.1 2.01 0.781 中 100.0 2.80 0.885 中�
　スズカリ 86.6 1.71 0.678 やや強  97.5 2.21 0.769 やや強�
注．１）2001年は刈系651号の成績。 �
　　２）１株に供試品種・系統とHarosoyを混植し、Harosoyが罹病した株だけを調査対象とした。 �













































 　品種名 6.6mm 6.7mm～ 7.3mm～ 7.9mm～ 8.5mm 百粒重�
  以下 7.2mm 7.8mm 8.4mm 以上 （g）�
 きぬさやか 5.4 41.8 48.8 4.0 0.0 23.5�





品種名 長さ 幅 厚さ 幅/長さ 厚さ/幅 判定�
  (mm) (mm) (mm)�






 　品種名 裂皮粒率 判定�
   (％) �
 きぬさやか 39.7 易�
 スズユタカ 24.5 中�








　　品種名  　最下着莢節位高  判定�
　（cm） �




 　タチナガハ 　31.7 高�


































   粗蛋白質含有率（%）   粗脂肪含有率（%）�
 　品種名 普通畑  転換畑 普通畑  転換畑�
  標準播  標準播 標準播  標準播�
 きぬさやか 40.9  40.9 19.8  19.4�
 スズユタカ（標準） 40.6  40.7 19.8  19.7�






 　品種名  見た目 なめらかさ 風味 青臭み えぐみ こく 甘み 総合評価�
 きぬさやか  1.3 1.5 1.1 1.7 1.5 0.1 0.6 1.0�
  ↑　2 良い 良い 良い ない ない ある ある 良い�
 評価基準 　　0 同じ 同じ 同じ 同じ 同じ 同じ 同じ 同じ�


















































   吸水率 豆乳 豆乳中 豆腐の  
色調
�
 　品種名  抽出率 固形分 破断強度 �
   （倍） （％） （％） （g/cm2） L* a* b*�
 2002年産 �
  きぬさやか 2.31 78.8 11.3 112.5 85.42 －1.86 13.06�
  スズユタカ 2.36 78.8 11.6 105.9 84.72 －1.31 12.63�
  すずさやか 2.37 78.5 11.4 99.1 84.73 －1.73 13.43�
 2003年産 �
  きぬさやか 2.29 79.3 11.2 121.9 86.06 －2.19 13.69�
  スズユタカ 2.32 78.6 11.3 102.0 85.27 －1.59 12.48�
　　 すずさやか 2.29 79.5 11.3 120.2 85.54 －1.95 13.62�
　　 フクユタカ 2.21 80.5 11.6 136.4 86.17 －2.31 12.76�
 2004年産 �
　　 きぬさやか 2.21 79.2 11.3 113.8 85.00 －2.24 13.16�
　　 スズユタカ 2.25 78.5 11.3 72.7 84.33 －1.97 12.77�
　　 すずさやか 2.27 80.3 11.5 63.0 84.30 －2.00 13.30�









 　品種名   見た目 食感 風味 青臭み えぐみ こく 甘み 総合評価�
 きぬさやか   1.1  0.7  0.6  0.8  1.0  0.6  0.6  0.6�
   ↑　2  良い 良い 良い ない ない ある ある 良い�
 評価基準 　　0  同じ 同じ 同じ 同じ 同じ 同じ 同じ 同じ�
   ↓－2  悪い 悪い 悪い ある ある ない ない 悪い�
注．１） 試験年次：2004年。        �
　　　２）「きぬさやか」（育成地普通畑標準播産）と輸入大豆を用いて豆腐を製造。         �
　　３） 官能評価試験は東北農業研究センター総合研究部（現 東北地域活性化研究チーム）が実施。         �
　　４） 東北農業研究センター委託消費者モニター54名により官能評価。        �















　品種名   渋み 不快味 甘み こく�
きぬさやか   3.8  3.9  3.4  3.7�
スズユタカ   2.9  3.0  3.4  3.7�
↑5 弱い 弱い 強い 強い�
評価基準 　3 普通 普通 普通 普通�
↓1 強い 強い 弱い 弱い�
注．１）試験年次は2001年。原料は育成地普通畑標準播産。     �
　　２）10人のパネラーにより官能評価を行った。なお、評価はパネラーの主観で、 普通を３とする絶対評価とした。 
　　３）豆乳アイスクリームの製造法      �
　　　　５℃の豆乳200mlと５℃の牛乳200mlとを混合し、砂糖40gを添加し、－20℃で30分放置後、さらにバニラエッ�
　　　センス２mlと砂糖40gと生クリーム100gを加えて、かき混ぜ、－20℃で３時間冷凍した。冷凍後、かき混ぜ、さら�
　　　に－20℃で30分間 冷凍した。冷凍後の操作を３回繰り返したものを牛乳混合豆乳アイスクリームとした。    
�
表20　牛乳混合豆乳アイスクリーム官能評価試験成績（B社）  
 　品種名  豆の色 香り 硬さ 味 糸引き 総合評価�
 きぬさやか  3.1 3.2 2.4 3.4 2.8 3.0�
 ナカセンナリ（標準）  3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0�
  ↑5 良い 良い 柔らかい 良い 良い 良い�
 評価基準 　3 普通 普通 普通 普通 普通 普通�





　種類    淡色系味噌    赤色系味噌 �
蒸煮  常圧、60分→0.75kg/cm2、30分   常圧、60分→0.75kg/cm2、30分 �
仕込条件   10歩麹、食塩12%    8歩麹、食塩12%�
種水   200g     200g�
熟成、発酵   30℃     30℃ �
加温期間   30日     60日 �
　官能評価  色 香り  味 組成 色 香り  味 組成�
　良い（人数）   9  8   4  9  9  5   3  4�
　普通（人数）  20 20  23 22 19 22  23 21�


















































　きぬさやか 8.05 10.24 81 16.3 9.2 少 中 33.1 102 25.0 無 無 無 上下�
　タンレイ（標準） 8.03 10.21 84 17.5 8.5 微 少 32.5 100 29.6 微 微 無 中上�
　タチナガハ（比較） 8.06 10.25 95 17.8 10.0 少 中 39.0 120 34.7 無 無 無 上中�































































































































2002年� 2003年� 2004年� 2005年�
（％）�（日）� （％）�（日）� （％）�（日）� （％）�（日）�
　山形 　　農試 88  6  ◇ 97  2  ○ 97  3  ◇        スズユタカ�
　 　　庄内    87  －4  ○  87  －1 ◇        スズユタカ�
　福島 　　農試 96  6  ◇ 91  4  ◇  99  5  ◇    スズユタカ�
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